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1. はじめに 

 近年、新たな観光としてサイクル・ツーリズ

ムの人気が高まっている。政府は全国的にシェ

アサイクルポートを 1700 箇所設置することを目

指し、しまなみ海道をはじめとするサイクルル

ートを国際化するために整備を行うなど自転車

観光の促進に力を入れている[1]。また、自転車

による観光の情報として、自治体が町散策マッ

プ(図 1)を公開しているところもあるが、スポッ

トやルートが乱立しており、勧められている観

光スポットのどれが自分の嗜好にあった場所か

がわからないといった課題がある。 

 そこで本研究では、ナビゲーションに説得力

を持たせるためにユーザの好みに関するキーワ

ードが表示されるようにし、透明性(なぜそのル

ートを推薦するかがシステムを利用するユーザ

にわかること)を確保する。その上で、自転車で

巡るユーザの個人的嗜好にあったルート及び観

光スポットを推薦するシステムを提案し、試作

を行う。 

 

 
図 1 街散策マップ 
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2. 関連研究 

 Paul V.Samson らの研究[2]では、ドライバーが

推奨される最適ルートを使用する際に影響する

要因の調査を行っている。その結果として、ナ

ビゲーションシステムに必要な側面として透明

性を挙げている。本研究はこれに基づき透明性

を提供するシステムの実現を目指す。 

 Löchtefeld の研究[3]では、Google のロケーシ

ョン履歴を用いて馴染みの無いルートを作成し

ている。ルートを個人向けに設定することは本

研究と共通しているが、個人の嗜好とは関係な

くルートを決定している。また、本研究では風

景などの個人的嗜好に合わせたルートの作成を

目指している。 

 中野らの研究[4]では、口コミ、位置情報付き

写真から観光スポットのデータベースを構築し、 

システム側から観光写真を提示し好みの写真を

複数枚選択させ、好みを抽出している。本研究

では SNS(Twitter)に対する他者の書き込んだ文章

からデータベースを構築するとともに、様々な

方法でユーザの個人的嗜好を取得する。 

 

3. 提案手法 
 提案システムの概要を図 2 に示す。 
 

 
図 2 システム概要図 

 

3.1 データベースの構築 

 観光スポットに関する内容を含む SNS(Twitter)

のテキストを解析し、スポットのタイプ毎に分

類した階層のデータベース(図 3)を構築する。ま

ず、Google Maps Platform[5] の Places API を利

用し主要な観光スポットと予想する以下のタイ

プのスポットの名称および情報を取得する。 
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取得したスポットの名称が入ったツイートに

10 種類の感情評価(喜, 怒, 哀, 怖, 恥, 好, 厭, 昂, 安, 

驚)を行う Python のライブラリ ML-Ask[6]を用

いて、その評判の解析をする。良い感情(喜, 好, 

昂, 安, 驚)のツイートであれば単語間の共起関係

を調べたのち、場所の画像を取得し Google Cloud 

Vision[7]によって特徴タグ付けをすることでデ

ータベースとする。 

 
図 3 階層データベース 

 

3.2 ユーザの嗜好情報の取得 

 システム利用開始時にユーザの基本情報(性別、

年齢、身分など)といったプロファイルを登録し、

ユーザの基本的な嗜好を得るためにあらかじめ

システム側が用意した写真数枚の中から興味の

あるものを選択させる。Google Cloud Vision によ

って特徴タグ付けをし、その上位タグにユーザ

の嗜好が反映されていると仮定して、更に

WordNet [8]を使用し上位語を調べることにより

他の嗜好を類推する。これに加え、ユーザは自

身が撮った写真に付与されたジオタグ、Google

ロケーション履歴等のユーザの嗜好の類推に用

いられる様々な情報を与えることができる。上

位タグからデータベースにない場所のタイプが

得られた場合、新たにそのタイプの情報を追加

する。 

 

3.3 観光スポット及びルートの推薦 

 システムの透明性のため共起ワード、感情要

因を提示する。また、ユーザの判断で関係のな

い(薄い)と思われるシステムの提示を削除する

こと可能とする。また、ルートのグラフを作成

し、観光スポット、ルート(ストリートビューの

画像を使用)に対する印象の反映で重みを設定

する。最終的に、作成したグラフ上の選択され

た観光スポットを結ぶ最短経路として観光ルー

トを求める。 

 

4 実験・評価 

 観光エリア、スタート、ゴール地点は提示し、

被験者毎の違いは無いものとする。被験者に自

身の情報を入力させた後、システムにより推薦

されるルート を Google マップ上に表示し、また、

実際の風景に準ずる風景の体験を行い、それに

対する興味の度合いで評価を得る。また、提案

システムを使用しない場合と比較を行うことで

本研究の有用性を確かめる。 
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